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   This report deals with a case of an 82-year-old male with a giant prostate that weighed 270 grams. 

Retropubic prostatectomy was performed successfully. The removed prostate adenoma consisted of 

adenomatous hyperplasia on pathology. 

   Though the nomenclature of "giant prostatic hypertrophy" is not clear, we reviewed cases of 

over 200 grams of hypertrophy so far reported in Japan were as giant prostatic hypertrophy. 

   Twenty two cases of giant prostatic hypertrophy have been reported in the Japanese literature 

to date and our case was the sixth heaviest ever reported in Japan. 
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緒 言

重量2009以 上 の前立腺 肥大症の本邦 報告は1953

年,中 村Dが 報告 して以来,現 在 まで21例 を数え,わ

れわれが 日常 しば しば 経験 す る2009以 下 の肥大 症

に比 してその数は少ない.

今回,わ れわれは270gの 巨大な 前立腺 肥大 症 を

経験 したので若干の文献的考察を加えて報告す る.

症 例

患 者:82歳 男性

主 訴:排 尿困難,尿 閉

初 診:1983年9月IH

家族歴;特 記すべ きことな し.

既往歴=6年 前,両 側 白内障の手術.

6年 前 よ り高血圧症の治療 を受 けている.

7年 前,前 立腺肥大症で凍結療法 を受けた.

現病歴:約IO年 前 より排尿困難が出現 し某医に て前

立腺肥大症の診断の もとに凍結療法を受けた.症 状は

一時改善 したが3～4年 前 より再度,排 尿困難が 出現

し,さ らに本年8月22日,尿 閉状態 とな り某医に てバ

ルー ンカテーテルを留置され,精 査,加 療 を 目的に 当

科 を紹 介され入院 した.

現 症:栄 養状態 良好,眼 瞼 ・眼球結膜に貧血,

黄 疸を認め ない.胸 腹部に理学的異常所見を認め ない.

両下肢に軽度 の浮腫お よび静脈瘤 を認め る.

前立腺 は手挙大に触知 され るが,上 縁に示指が とど

かず,大 きさは不詳であ った.表 面 は平滑 で,一 様 に

弾性硬 であるが結節 などは触 知され なか った,陰 茎お

よび陰の う内容に異常は認めない.

入院時検査成績

血液一般検査:RBC319×104/mm3,Hb10.49/dl,
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Ht30.フ%,WBC6,300/mm3,platelet16.9×1041mm3

血 液 生 化 学 検査:T.P6.49/dl,BuN27mg/dl,

ク レア チ ニ ン1.5mg/dl,GPT66mu/m1,GOT64

mu/ml,LDH256mu/ml,Al-P235mu/ml,T-Bil

o.4mg/dl,血 清 電 解 質 正 常,総 酸 性 フ ォス フ ァ タ ー

ゼ2.9KAU,前 立 腺性 酸性 フ ォス フ ァタ ーゼ(RIA)

2.3ng/ml

腎 機 能 検 査:PSP排 泄 試験15分 値21%,120分

値59%

尿 所 見:淡 黄 色,混 濁,PH5,蛋 白(升),糖(一),

尿 沈1査RBC70～go/各 視 野,WBC6～9/各 視 野,

上 皮1～3/数 視 野

尿 一般 細 菌検 査=陰 性

赤 沈1時 間値70mm,21時 間 値99mm

CRP陰 性

血 圧180～100mmHg,心 胸 比60%

X線 学的検査

排泄性腎孟造影法:上 部尿路に異常を認めない.膀

胱部 ではパル ーンカテーテルが留置 され ている.造 影

剤は半月状に膀 胱内で貯留 し,前 立腺 の著 明な膀胱 内

突 出が示唆 され る(Fig.1,2).

尿道膀胱造影法:正 面豫では前立腺部尿道が著明に

延長 し,膀 胱頚部か ら膀胱 内へ突 出 した前立腺 に よる

と思われ る大 きな半球状の陰影欠損 を示 している

(Fig.3).

斜位像では前立腺部 尿道が著明に延長,前 傾 してお

り,鞘 状形成 も著明である.正 面像 と同様,膀 胱 内に

半球状 の陰影欠損を認める(Fig.4)。

以上の検査成績 よ り,巨 大 な前立腺肥大症 と診断 し

1983年9月20日,恥 骨後式前立腺 摘出術 を施行 した.

手術所 見 ・硬膜外麻酔下に砕石位 とし,下 腹部正中

切開に て膀胱前隙に達 した.膀 胱 はその内腔がほ とん

ら 簿
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Fig.1.排 泄 性 腎 孟造 影(腎 部)
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Fig.2.排 泄性腎孟造影(膀 胱部)
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Fig.3.尿 道 膀 胱 造 影(正 面 像) Fig.4.尿 道 膀 胱 造 影(斜 位 像)

Fig.5.摘 出 標 本

ど前立腺に よ り占め られた状態 で,膀 胱外 よ り小児頭

大,弾 性硬の腫瘤 として触知 された.前 立腺 被膜に結

紮支持糸 を置 き,そ の間 を約6cm切 開 し腺 腫を左葉,

右葉にわけて核 出 した.被 膜切開創 よ りの出血 をカ ッ

トグー トにて縫 合止血 した後,膀 胱 頚部を縫縮 し,さ

らに膀胱頚部 と前立腺床の6時 の部位 を縫合 し前立腺

床を縫縮 した.22号 バ ルー ンカテーテルを挿入 し被膜

』り開創を カッ トグー トにて縫合閉鎖 した.バ ルー ンを

40mlで ふ くらまして牽引 しつつ膀 胱洗浄を施行 した

ところ血 尿は軽度 であ ったため手術を終了 した.術 中

出血量は762mlで あ り,術 中に800m1の 輸血 をお

こなった.

摘 出 標 本:腺 腫 は10×9×8cm,270gで あ った

(Fig.5).病 理 組 織 検 査 で はadenomatoushyper-

plasiaで,悪 性所 見 は認 め られ なか った.

術 後経 過=術 直後 は 凝血 塊 を 含 む血 尿 が 続 い た が バ

ル ー ン カテ ー テ ルを 牽 引 す る こ とに よ り,約2日 ほ ど

で血 尿 は 軽減 した.術 後6日 目に バ ル ー ンカ テ ー テル

を抜 去 したが 軽 度 の血 尿 は あ る も の の 自然 排 尿 は 可 能

で,尿 漏,尿 失 禁 の 発 生 もな か った.

術後 の尿 道 膀 胱 造影 法 で は前 立 腺 床 の 収 縮 は 良 好 で

(Fig.6,7),術 後21日 目に 退 院 した.
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Fig.6.術 後,尿 道膀 胱造 影(正 面 像) Fig.7.術 後,尿 道 膀胱 造 影(斜 位 像)

TableI.本 邦におけ る巨大前立腺肥大症 の報告例

N。.報 告 者 報告年度 重量(g)年 齢(歳)術 式 組織型

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

中村 ・ほか

三浦

1ヒ川1,`まh、

土屋 ・ほか

友吉

高安 ・ほか

岡 田 ・ほか

橋本 ・ほか

橋本 ・ほか

三品 ・ほか

大森 ・ほか

浅野 ・ほか

本多 ・ほか

北浦 。ほか

藤岡 ・ほか

安藤 ・ほか

力丸 ・ほか

片山 ・ほか

平野 ・ほか

1ヒ川 ・ほか

新村 ・ほか

自験例

1953

1956

1958

1958

1959

1963

1968

1969

1969

1972

1973

1974

1975

1975

1975

1976

1976

1979

1979

1979

1980

1983

265

235

300

200

250

200

230

261

305

253

212

260

230

420

225

385

245

205

210

535

225

270

81

70

74

不 明

81

不 明

72

86

71

79

75

不 明

67

69

73

83

78

76

79

68

72

82

SP.P.

R.P.P.

SP.P.

折 衷 法

R.P.P.

S.P.P.

S.P.P.

S.P.P.

S.P.P.

折 衷 法

S.PP.

S.P.P.

R.P.P.

R.P.P.

SPP.

R,P.P.

R.P.P.

S.P.P.

S.PP,

折 衷 法

S.P.P,

R.P.P,

不明

混合型

不明

不明

不明

不明

腺性肥大

腺性肥大

腺性肥大

不明

腺性肥大

不明

腺性肥大

混合型

腺性肥大

腺性肥大

腺性肥大

腺性肥大

不明

混合型

腺性肥大

腺性肥大

註)S.PP.… 恥骨上 前立腺摘除術

R.P.P.… 恥骨後 前立腺摘除術

折衷法…S.P.P,とR.PP.を 併用 した術 式

考 案

前立腺肥大腺 腫の重量が2009以 上 のものが現在,

巨大前立腺肥大症 として報告 され ているが 明確な基 準

はない.岡 田 ら2)は2009以 上 の腺腫 の報告は少な く,

統 計処理 の面で好都合 とのことで一応 の基準を200g
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以上 として報告 している.以 後,巨 大前立腺肥大症 と

して報告 され て いる 本邦 報告例は すべ て200g以 上

で,自 験例を含め ると22例 を数え る1～20)(Table1).

22例の平均腺腫重量は2699,最 大は北川 ら19)の報告

した535gで あ った.自 験例270gは22例 中,6番

目の重量に当たる.い っぽ う,諸 外 国の報告例 では,

著者が調べえた限 りではOckerblad2Dの86歳 老人 よ

り摘出した8209が 最大であ り,つ いでGilbert22),

Nelson23)が700g以 上 の巨大前立腺肥大症 を報告 し

ている.本 邦 報告例 の平均年齢は76歳,最 高86歳,最

少67歳 であ った.

また,そ の組 織型 では腺性肥大がll例(自 験例 を含

む),混 合型3例,不 明8例 と腺性肥大が もっとも多

かった.

症状 では一般に肥 大症 と変わ るところはないが,腺

性肥大では腺腫が軟 らか く症状が緩徐で少ないこ とよ

り,症 状 出現時にはす でに腺腫 の重量はかな りな もの

とな っていると考え られ る.自 験例 でも,10数 年前に

症状が出現 し7年 前に凍結療法をお こない以後放置 し,

最近にな り症状が増 強 して きたことは腺性肥大の要 素

が多か ったため と考え られ た.

巨大前立腺肥大症の成 因に ついては,200g以 下 の

肥大症 と同様,今 なお不明な点が多 く解明 されていな

し・。

本症の手術的治療 法の問題点は術中の大 きな前立腺

床の処理 であ り,こ の前立腺床は収縮が悪 く術中か な

りの出血 をきた し,ま た 術後 長期間血尿が続 く原因

となる.こ うした ことよ り前立腺床を縫縮 した方 が よ

いとの意 見が多 く,著 者 も膀胱頚 部を縫縮 し,さ らに

膀胱頚部と前立腺床 を縫合 して縫縮す ることに よ り術

中,術 後の出血を軽減で きたと思われた.

また,腺 腫への到達 法と して恥骨上式,後 式,折 衷

法の うち,い ずれが腺 腫を摘 出しやすいか との問題 も

あるが自験例では恥骨 後式に て,さ ほ どの出血 もな く

比較的容易に摘出 され た.さ らに術後経過 については,

岡田 ら2)の報告に よれ ば,巨 大症例 と非巨大症例 を比

較すると術中出血量,手 術時間,術 後自尿開 始までの

期間,術 後入院期間 ではほ とん ど差がない としてお り,

この点,自 験 例で も血尿がやや長 く続 いた こと以外に

一般の前立腺肥大症 と変わ りない術後経過 を示 した.

結 語

1.摘 出重量2709の 腺性 肥大に よる 巨大前立 腺

肥大症 の1例 を報告 した.

2.摘 出重量2009以 上の巨大前立腺肥大症の本

邦報告例22例 を蒐集 し文献的考察をお こな った.
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